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まだ神戸市西部でも生息している可能性があり，報
告のない明石市や三木市でもヒメボタルは生息している
可能性がある．ヒメボタルのメスは後翅が退化して飛べ
ないので，一度開発されてしまうと絶滅してしまう可能
性がある．今後，新たな生息場所を見つけられるよう調
査していきたい．
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兵庫県西宮市におけるクロコモンタマムシの記録

里見太輔
クロコモンタマムシ西日本亜種 （ヤノコモンタマ

ムシ） Poecilonota variolosa yanoi Kurosawa, 1963 は，
秋 田（2019） に よ っ て 東 日 本 亜 種 subsp. chinensis 
Théry, 1926 のジュニアシノニムとされている．

本種は，国内では北海道・本州に分布し（福富ほ
か，2022），兵庫県近隣では，京都府，鳥取県，岡山
県から記録されている（水野ほか，1994；那須・吉村，
1994；鳥取県，2022；武田ほか，2024）．

県内の記録は，これまでに三田市の２箇所から報告
されているが（森，1979；高橋，1996；中峰，2011），
筆者はこれまでに記録のない西宮市で本種を採集してい
るため報告する．なお，標本の一部は兵庫県立人と自然
の博物館にて保管される．

図　西宮市産クロコモンタマムシ．

【採集記録】

2 ♂ 2 ♀ , 兵庫県西宮市国見台 , 1. Ⅵ . 2022, 筆者採集

1 ♂ 3 ♀ , 西宮市同所，11. Ⅵ . 2022, 筆者採集（図）

本種の記録について，未発表ではあるが県北部でも
採集例があり（櫟原，2023），ホストであるヤマナラシ

（ヤナギ科ヤマナラシ属）は県下に広く分布しているた
め，今後さらなる新産地の発見が期待される．

末筆ではあるが，本種の文献情報について教えてく
ださった大生唯統氏（鳥取県），末長晴輝氏（岡山県）
に心より御礼申し上げる．
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兵庫県におけるセスジユミアシゴミムシダマシの記録

森 正人・大生唯統
セスジユミアシゴミムシダマシ Promethis striatipennis 

(Lewis, 1894) は，日本では本州，九州に分布する（秋田
勝己・益本仁雄 ,2016）が，全国的に比較的希な種類
と思われる．近畿地方の記録としては，兵庫県（高橋
寿郎，1993) 及び京都府（秋田・益本，2016；京都府，
2015）の情報しか確認できなかった．近畿地方以外の
地域でも，本種に関わる記録や情報は大変乏しい状況に
ある．

兵庫県内の記録は，高橋寿郎 (1993) による三原郡南
淡町煙島の記録（1ex, 6-VII-1981, T.Takeda Leg.) が唯
一である．これの引用文献として示された登日 (1982)
の内容や標本は確認できていないが，おそらく南淡町教
育委員会 (1982)「煙島の自然」のなかに書かれた情報
と思われる．

筆者らは以下の通り兵庫県内で本種を採集している
ので報告する．

1 ♂ , 朝来市和田山町室尾 , 6-IX-2021, 大生採集 ( 写真１）

1 ♂ , 養父市奈良尾 , 14-VI-2024, 森採集 ( 写真２）

朝来市の記録は，夜間にネムノキの立ち枯れにいた
個体を採集したもの，一方，養父市の記録はケヤマハン
ノキ立ち枯れの樹皮下に潜んでいる個体を日中採集した
ものである．

なお，兵庫県北部に隣接する鳥取県の東部地域では，
丘陵地から平野部にかけての照葉樹林に遷移しつつある

二次林で比較的普通に確認されており，ナラ枯れで枯死
した後，ハカワラタケがびっしりと生えたコナラの立ち
枯れ上で夜間に確認できるほか，灯火にも飛来する（大
生，2024，投稿中）．本種の採集状況から，主に日本海
側の照葉樹林を中心に分布していたものが，ナラ枯れの
拡大に伴い，これまで確認できなかった地域へ分布を拡
大しているものと考えられる．
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